
豊 田 市 旭 地 区 に あ る 旭 郷 土 資 料 館 に は 、 明 治 31年 か ら 昭 和 53年 ま で の 80年 間 、

旭 町 生 駒 学 区 に お い て 行 わ れ た 繭 品 評 会 の 優 良 繭 の 標 本 が 保 管 さ れ て い る 。 こ れ

ら は 養 蚕 技 術 の 変 遷 を 知 る 貴 重 な 資 料 と し て 、 豊 田 市 指 定 文 化 財 と な っ て い る 。

■ メ ン デ ル の 遺 伝 法 則 を 初 め て 昆 虫 に 応 用 し た 蚕 の 品 種 改 良

メ ン デ ル の 遺 伝 法 則 を 、 世 界 で 初 め て

動 物 に 応 用 し た の は 、 日 本 に お け る 蚕 の

品 種 改 良 で す 。 １ 代 交 雑 種 （ F1 ,ハ イ ブ リ ッ

ド ） は 、 両 親 の 優 れ た 性 質 （ 病 気 に 強 く 、

よ い 糸 繭 が 取 れ る ） を 合 わ せ 持 つ こ と が

わ か り 、 明 治 39年 、 外 山 亀 太 郎 （ 1868～ 1

9 1 8 ） が 『 蚕 種 類 の 改 良 法 』 と い う １ 代 交

雑 種 の 論 文 を 発 表 し た の を 契 機 に 、 蚕

の 品 種 改 良 が 急 速 に 進 み ま し た 。

明治・大正・昭和の繭標本を比べると、蚕の品種改良で繭が

大きくなったことが一目でよくわかる
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